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モデリング支援の重要性 

近年モデルベースでの開発が増加していますが、 
テキストエディタで文字を打ち込むだけの作業と違い、 
モデリングはマウスとキーボードを駆使してたくさんのブロックを 
操作しなければならないので大変です。 
 
→ 反復作業は極力ツールで省力化したほうが良い 
 
 
 
 
本発表では、 
モデリングを楽にする為の支援ツールの実例について 
紹介させていただきます。 
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Matlab GUIへの登録 

ツールを作るのは良いですが、 
それを毎回コマンドラインを叩いて呼び出すのは面倒です。 
 
おすすめはモデルウィンドウのメニューバーへの登録、 
もしくはモデル上で右クリックから呼び出す 
コンテキストメニューへの追加です。 
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コンテキストメニューへの項目追加 

モデル上で右クリックすると 
表示されるコンテキストメニューに 
任意のボタンを追加できます 
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メニューバーへの項目追加 

モデルウィンドウのメニューバーに 
任意のボタンを追加できます 
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信号オブジェクト割り当て 
大量の信号線に信号オブジェクトを関連付けなければいけません。 
こんな時どうします？ 
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信号オブジェクト割り当て（手作業の場合） 

数が多いと面倒だなぁ・・・ 

1つずつオブジェクト名を打ち込んでいくのは 
大変ですし、打ち間違える危険もあります。 



大量の信号もクリック1発！ 
空いた時間で飲みに行ける♪ 
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信号オブジェクト割り当て（ツールの場合） 

ポート名とワークスペース信号名が 
一致するものを自動定義します 
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ブロックサイズ調整 
同じブロックなのに大きさが揃っていなかったり、 
定数名を長くし過ぎてConstantブロックの表示が省略されてしまった時 
どうします？ 
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ブロックサイズ調整（手作業の場合） 

修正数が多くて腱鞘炎になる・・・ 

微妙なブロックサイズのズレを 
人力で修正するのは容易ではありません 
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ブロックサイズ調整（ツールの場合） 

※ ConstantやGoto、Fromブロックの場合は 
 文字数に合わせて動的にサイズを変更します 

ボタン1つで全てのブロックを適切なサイズにします 
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ブロックサイズ調整（ツールの場合） 留意点 

文字数やポート数で最適なサイズが動的に変化するブロックもあります。 
Matlabのバージョンでブロックの種類や見え方に差が出るブロックもあります。 
プロジェクトによっては少し大きめにブロックを作る場合もあります。 
これらに対応する為、適切なブロックサイズの一覧をツール内で 
予め規定しておく必要があります。 

ブロック種類ごとの既定値の例 
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Goto／From作成 
大量のGoto／Fromブロックを作らなければならない時、 
どうします？ 
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Goto／From作成（手作業の場合） 

「sampre_xx」と打ってしまった。 
恥ずかしい・・・ 

１つずつタグをつけていくのは大変ですし、 
打ち間違える危険もあります。 
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Goto／From作成（ツールの場合） 

 ポートブロック名と同じタグ名を持つ 
 GotoブロックとFromブロックのペアを作成します 

最新のMatlabではGotoから対になるFromを作り出す機能が追加されたので労力は減っていますが、 
弊社内製のツールではGotoの入力すら不要でポートブロックから直接作れるようにしました。 
 
将来的にはサブシステムの出力などの中間信号からも適切なタグ名で作れるよう改良する予定です 
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ポートの整列 
サブシステムの入出力の数や結線先を変更した結果、 
外側のポートブロックがぐちゃぐちゃになってしまいました。 
こんな時どうしますか？ 
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ポートの整列（手作業の場合） 

どれが何処に 
繋がってるのやら・・・ 

絡まった結線をほぐすのは容易ではありません 
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ポートの整列（ツールの場合） 

接続先から一定間隔を置いた水平な位置にポートブロックを移動します。 
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ポートの整列（ツールの場合） ※留意点 

場合分けせずに単純に接続先から左にX [mm] という動かし方をすると 
特殊ブロックへの接続時に対応できません 

ポートには色々な種類があるので、それらを考慮して実装する必要があります。 

Inport、Outport以外にInportShadowというBlockTypeもあるので 
漏らさず対象ブロックに含めておかなければいけません。 
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・モデリングは様々な操作が必要なので大変ですが、 
 自動化できる反復操作をコツコツとツール化して 
 いくことで少しだけ便利になります。 
 
・単純作業は極力自動化し、創造的な作業に時間を 
 さけるように環境を整えていきましょう。 

まとめ 

  

 

 

 

 

 

 

 

ご清聴ありがとうございました。 
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